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第１章 料金改定の趣旨 

 本市の水道施設は、これまで十分な機能を果たせるよう長寿命化を図りながら運用し

てきました。それにより平成１６年４月に改定をして以来１２年間値上げすることなく

現行料金を維持してきており、県内でも安い水道料金となっています。 

 しかしながら、管路・施設ともに昭和４０年代に建設したものが存在し、老朽化が進

んでいることは事実であり、今後、施設整備のために多額の事業費が必要になり、現在

の料金水準では財源を確保することが困難でありますことから、料金の改定をしようと

するものです。 

※（平成 26 年 4 月 1 日に消費税が 5%→8%に上がる料金改定はありました。） 

 

 

 

第２章 地方公営企業の特色 

 独立採算制 

 ・水道事業運営は、利用者からの料金収入により運営費用を賄う「独立採算制」をと

っております。 

・事業運営にかかる費用は「水道料金」を主な財源として運営しています。 

 

◆地方公営企業法(抜粋)◆ 

(経費の負担の原則) 

第十七条の二 地方公営企業の特別会計においては、その経費は、前項の規定に 

より地方公共団体の一般会計又は他の特別会計において負担する除き、当該地方 

公営企業の経営に伴う収入をもって充てなければならない。 

 

 事業運営の資金 

 ・水道事業は、装置産業であるため固定費の割合が大きく、施設や管路の整備に多額

の資金が必要となります。 

 ・整備事業の資金を企業債の発行により確保した場合にも、その償還資金は、「水道 

料金」が主な財源となります。 

  ※装置産業：一定以上の生産やサービスの提供のために、大型の施設や装置を要す 

る産業です。 

 

◆地方公営企業法(抜粋)◆ 

第二十一条 地方公共団体は、地方公営企業の給付について料金を徴収すること 

が出来る。 

２ 前項の料金は、公正妥当なものでなければならず、かつ、能率的な経営の下 

における適正な原価を基礎とし、地方公営企業の健全な運営を確保することがで 

きるものでなければならない。 

 

 

1



 

２ 
 

公共の福祉の増進 

・常に企業の経済性を発揮 

 

◆地方公営企業法(抜粋)◆ 

(経営の基本原則) 

第三条 地方公営企業は、常に企業の経済性を発揮するとともに、その本来 

の目的である公共の福祉を増進するように運営されなければならない。 

 

 

 

  第３章 水道料金の設定 

現在、社会構造の変化に伴う給水収益の減少傾向が続いております。 

水道事業の使命として、将来にわたって安全な水の安定供給を続けるために今

後増加する老朽施設の更新・耐震化事業を子や孫の代まで先送りすることなく、

我々の代において確実に実施しなければなりません。 

そのためには、水の使用量が減少しても一定の料金収入が確保できるような、 

新たな料金体系の見直しが必要となります。 

     

１）料金水準の算定方法 

   ○水道事業の財源として、水道料金収入がどれだけ必要かを総括原価方式にて 

算定します。 

総括原価方式とは、水道水を提供するために必要な費用（営業費用）に支払利

息、今後の投資や資産維持の費用（資本費用）を加えた総括原価が、水道料金の

収入に等しくなるように、料金総収入を算定する方式です。 

 

○総括原価＝営業費用(※１)＋資本費用(※２) 

※１（人件費）（減価償却費）（薬品費）（動力費）等 

※２（支払利息）（資産維持費） 

 

○料金総収入額＝基本料金＋従量料金 

{総括原価と料金総収入額は均衡。} 

 

２）料金体系の考え方 

    本市の料金体系は２部料金制度であり、料金が使用量に係わらず一律である 

「基本料金」と使用量に応じて支払額が変動する「超過料金」の２部から構成 

される料金制度です 
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   ○基本料金の考え方 

    使用者の使用水量と関係なく賦課される料金です。 

    総括原価のうち、給水量に関係なく、必要な固定経費を回収する料金とされ

ています。 

 

○超過料金の考え方 

使用者の使用水量に応じて賦課される料金です。 

    総括原価のうち、給水量に応じて変動する経費を回収する料金とされていま

す。 

 

○逓増料金制 

超過料金においては、使用水量が増えるほど 1 立方メートルあたりの料金単

価が高くなる体系を逓増料金制といいます。水需要の抑制効果を期待して取り

入れられています。 

 

○基本水量制 

    目的 ： 当初の水道布設は公衆衛生の向上を最大の目的としていたことから、 

一定の水使用を促すため、基本料金に一定の水量を含めるものです。 

      課題 ： 使用水量が基本水量未満である利用者が増加しており負担の公平性

の確保が難しくなっている。 
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第４章 各市との口径１３ｍｍの料金比較 

 

Φ１３ｍｍ  単位：円／  

  

 
桑名市 いなべ市 四日市市 鈴鹿市 津市 亀山市 

10   648 972 1,037 1,242 1,166 1,080 

20   1,814 2,592 2,365 2,430 2,354 2,030 

30   3,240 4,212 4,007 4,050 4,352 3,000 

40   4,666 5,940 6,286 5,886 6,512 3,990 

50   6,189 7,668 8,565 7,772 8,780 4,980 

60   7,712 9,720 10,844 9,608 11,048 6,180 

70   9,235 11,772 13,123 11,444 13,478 7,380 

80   10,758 13,824 15,402 13,280 15,908 8,580 

90   12,281 15,876 18,307 15,872 18,338 9,780 

100   13,804 17,928 21,212 17,924 20,768 10,980 

※桑名市は１０ まで基本料金に含まれます。四日市市は、５ まで基本料金に含みます。 

亀山市は１０ まで基本料金に含まれます。 

 

各市との比較について 
各市においては、水量を含まない基本料金と、一定の水量を含む基本料金の２つに分

類することが出来ます。本市は、１０ で４番目の低料金となっています。 

また、すべての市において従量制を採用していますが、１０ を１として１００ 使

用した場合水量は１０倍ですが、料金は１０倍より高く桑名市では約２１．３倍になり

ます。本市は約１０．２倍と緩い傾斜配分となっております。 
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第５章 各市との口径別基本料

桑名市 四日市市

13mm 648 928

20mm 648 1,468

25mm 864 1,890

30mm 1,296

40mm 2,376 4,957

50mm 5,400 9,914

75mm 17,820 23,328

100mm 42,120 44,064

150mm 64,800 108,972

※200mm 118,800 

 

基本料金について 

 いなべ市以外は(口径別基本

います。 

家庭で使用します口径１３ｍ

までが１，０８０円・２０ｍｍ

 他市と比較しますと、桑名市

金で最も安い単価となっており

 いなべ市は、口径に関係なく

本市は、大口径の基本料金が

な基本料金体系となっておりま

 ※（参考） 
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料金の比較  

単

いなべ市 鈴鹿市 津市 亀山市 

648 594 518 1,080 

648 972 1,026 1,285 

648 1,188 1,684 1,674 

648 3,420 2,505 

648 5,616 6,048 4,849 

648 10,260 9,504 8,078 

648 20,412 21,384 11,016 

648 39,960 45,252 18,738 

648 77,760 110,160 42,660 

145,800 195,588 72,360 

本料金制)を導入し、口径ごとに異なる基本

ｍｍ・２０ｍｍの小口径の基本料金は、１

ｍで１０ で１，２８５円となっています

市が１３ｍｍ・２０ｍｍとも１０ まで６

ります。 

く一律６４８円となっております。(用途別

が他市と比較して低く、大口需要者を誘致

ます。 

30㎜ 40㎜ 50㎜ 75㎜ 100㎜ 150㎜
 

単位：円／  

本料金を徴収して

３ｍｍで１０ 

す。 

４８円の基本料

別基本料金制) 

致する際に、有利
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第６章 口径別使用者数（亀山市） 
 

 

 

（平成２７年度） 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

本市におきまして、口径別使用者数は、１３ｍｍが最も多く全体の約７７％、 
２０ｍｍが約２０％を占めております。 
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２５mm ２，８３４ 

３０mm ９５２ 
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５０mm ７０２ 

７５mm １７５ 

１００ mm ４８ 
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合  計 ２３７，９５６ 
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第７章 口径別収益（亀山市） 
 

 

 

（平成２７年度） 

    

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 本市におきまして、口径別収益は、１３ｍｍが最も多く、全体の約４８％、 
２０ｍｍが約１７％、５０ｍｍが約１１％、４０ｍｍが約９％を占めております。 
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口径（ mm） 口径別収益（円） 

１３mm ３９５，２６１，９０３ 

２０mm １３６，３２９，６７５ 

２５mm ３７，８３５，９９６ 

３０mm １８，８９０，１１６ 

４０mm ７１，２９１，５５２ 

５０mm ８６，５４９，７７８ 

７５mm ３９，１２０，９４１ 

１００ mm １２，９９５，９８２ 

１５０ mm １７，７８７，３９７ 

合  計 ８１６，０６３，３４０ 
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表１ 竣工年度 状　　況

第１水源地 Ｓ４１
建物・電気の老朽化が著しい。
機械は送水ポンプは更新済みでその他は順次更新中である。

第２水源地 Ｓ４７
建物・電気の老朽化が著しい。
機械は送水ポンプは更新済みでその他は順次更新中である。

第３水源地 Ｓ５６
建物・電気の老朽化が著しい。
機械は送水ポンプは更新済みでその他は順次更新中である。

第４水源地 Ｈ５
電気の老朽化が著しい。
機械は送水ポンプは更新済みでその他は順次更新中である。

第５水源地 Ｓ６３
建物・電気が老朽化している。
機械は順次更新中である。

野登水源地 Ｈ１５
電気は一部老朽化している。
建物は現時点では更新の必要は無い。機械は順次更新中である。

関第１水源地 Ｓ４１
建物・電気の老朽化が著しい。
機械は送水ポンプは更新済みでその他は順次更新中である。

関第２水源地 Ｓ４９
建物・電気の老朽化が著しい。
機械は送水ポンプは更新済みでその他は順次更新中である。

関第３水源地 Ｈ７
電気が老朽化している。
機械は送水ポンプは更新済みでその他は順次更新中である。

坂下水源地 Ｓ４９ 建物・機械・電気の老朽化が著しい。

加太水源地 Ｓ５１
建物・電気が老朽化している。
機械は順次更新中である。

建設年月 状　　況
遮断弁
有無

野登配水池 Ｈ１５.３
電気・機械は一部老朽化している。
構築物は現時点では更新の必要は無い。

○

新神辺配水池 Ｈ１６.３
電気・機械は一部老朽化している。
構築物は現時点では更新の必要は無い。

○

太岡寺配水池 Ｈ元.３ 電気・機械が老朽化している。 ○

白川配水池 Ｈ元．３ 電気・機械が老朽化している。 ×

亀山配水池 Ｓ４０.３ 構築物・電気・機械の老朽化が著しい ×

二本松配水池 Ｈ１２.９
電気・機械は一部老朽化している。
構築物は現時点では更新の必要は無い。

○

和賀山配水池 Ｓ５７．３ 構築物・電気・機械が老朽化している。 ○

中の山配水池 Ｈ５.６ 電気・機械が老朽化している。 ○

関第１配水池 Ｓ４１.３ 構築物・電気・機械の老朽化が著しい。 ×

関第２配水池 Ｓ４９.９
構築物・電気・機械の老朽化が著しい。
緊急遮断弁設置予定。

×

関ヶ丘配水池 Ｓ５０．３ 構築物・電気・機械の老朽化が著しい。 ×

関第３配水池 Ｈ７．３
電気・機械は一部老朽化している。
構築物は現時点では更新の必要は無い。緊急遮断弁設置予定。

×

関北部配水池 Ｓ４３.９
構築物・電気の老朽化が著しい。
機械は一部老朽化が著しい。

×

観音山配水池 Ｓ５６.３ 構築物・電気・機械の老朽化が著しい。 ×

加太配水池 Ｓ５１.９ 構築物・電気・機械の老朽化が著しい。 ×

坂下配水池 Ｓ４９.３ 構築物・電気・機械の老朽化が著しい。 ×

工水配水池 Ｈ元.４ 構築物・電気・機械は現時点では更新の必要は無い。 ○

御幸加圧ポンプ室 Ｈ２０ 構築物・電気・機械は現時点では更新の必要は無い。 ×

住山加圧ポンプ室 H３.３
電気の老朽化が著しい。
機械は加圧ポンプは更新済みでその他は順次更新中である。

×

川崎加圧ポンプ室 Ｈ６.３
電気の老朽化が著しい。
機械は老朽化している。

×

辺法寺加圧ポンプ室 Ｓ５９.７
構築物は更新済み。電気は老朽化が著しい。
機械は加圧ポンプは更新済みでその他は順次更新中である。

×

アイリス加圧
ポンプ室

Ｈ１０.８ 電気・機械が老朽化している。 ×

坂本加圧ポンプ室 Ｈ２０ 構築物・電気・機械は現時点では更新の必要は無い。 ×

関北部送水ポンプ場 Ｓ５４.５
構築物・電気の老朽化が著しい。
機械は送水ポンプは更新済みでその他は順次更新中である。

×

観音山送水ポンプ場 Ｓ５５
構築物・電気の老朽化が著しい。
機械は送水ポンプは更新済みでその他は順次更新中である。

×

白川加圧ポンプ場 Ｈ元.３
構築物は現時点では更新の必要は無い。電気は老朽化が著しい。
機械は加圧ポンプは更新済みでその他は順次更新中である。

×

関南部加圧ポンプ場 Ｓ５３.３
構築物・電気の老朽化が著しい。
機械は加圧ポンプは更新済みでその他は順次更新中である。

×

水
源
地

配
水
池
ほ
か

第８章　亀山市水道施設の状況
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表２

平成２７年度　管種別配水管延長 (単位:ｍ)

管種 前年度末 取得 除却 延長

ダクタイル鋳鉄管
205,938.85 96.10 205,842.75

メカニカル鋳鉄管
255.00 255.00

鋼管
7,427.29 27.50 27.50 7,427.29

ステンレス管
532.20 532.20

ポリエチレン管
30,910.71 5,087.20 243.00 35,754.91

硬質塩化ビニル管
114,456.18 3,890.00 110,566.18

石綿セメント管
1,750.00 116.05 1,633.95

計
361,270.23 5,114.70 4,372.65 362,012.28

石綿セメント管改良延長

水源系統 地区名
前年度
末延長

改良延長 残存延長

第１水源系
野村、若山、
羽若、住山、 0 0 0

第２水源系 和田、栄
70 0 70

第３水源系
阿野田、二本松、
菅内、天神、 750 116 634

第４水源系 川崎、みどり
0 0 0

第５水源系 両尾、小野
590 0 590

関第１水源系 新所
340 0 340

合計
1,750 116 1,634
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表１ 
 亀山市の水道施設の状況から見ますと水源地浄水棟などの建物は事業創設当時のまま

で、老朽化の進んでいる施設が多くあります。 
また、ポンプ・電気計装設備も老朽化が進んでいます。 
建物・ポンプ・電気計装設備の計画的な更新と施設耐震化整備の必要があります。 
配水池は、老朽化している配水池の更新と緊急遮断弁の整備をする必要があります。 
また、送水管路を耐震化する必要があります。 
 
 

表２ 
配水管は、管種別ではダクタイル鋳鉄管が最も多く、次に硬質塩化ビニル管があり、

いずれも法定耐用年数４０年に近い老朽管から順次改良が必要です。 
震災対策として耐震工法による計画的な整備が必要です。 
現時点における耐震化の状況は、配水管総延長３６２ｋｍの内、約１４０ｋｍ（３８．

８％）です。 
また、市内に残る石綿セメント管の計画的な布設替が必要です。石綿セメント管は漏

水が発生しやすい配水管で、現時点における布設替の状況としては、全長約３．３ｋｍ

の内、残り１．６ｋｍ（４８％）です。 
平成２８年度は、阿野田・野登地区において全長１７０ｍにわたる改良工事を行って

おります。 
平成２９年度から平成３３年度におきましては、天神・阿野田地区で全長２９０ｍに

わたる改良工事を計画しております。 
これらの布設替は、費用対効果を考慮して、公共下水道整備工事と併せて改良工事を

行う予定です。 
 
このような現状分析に基づき、平成２８年度から平成３８年度までの事業計画と資金

計画を算定しました。 
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◆水道施設を更新しない場合の老朽化率 

 

・設置後の使用年数が法定耐用年数を超えているものの割合を表しています。 

 法定耐用年数は、管路４０年、建物５０年、土木６０年、機械１０～１５年、 

 電気・計装設備２０年、配水池６０年として推計しています。 

 

・特に老朽化が進んでいるのは、施設の中でも電気・計装設備、機械設備と管路の

一部です。 

 電気計装・機械設備は、耐用年数が短いうえに長寿命化が難しく、年数とともに

修繕費が増加していきます。 

 管路は、材質によって異なりますが、特に硬質塩化ビニル管の老朽化が進んでい

ます。 
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総事業費 事業費内訳 事業内容

平成29年度 586,172 26,400  川崎地区加圧ポンプ施設　実施設計

15,600 　　　　〃　　　用地測量、用地買収費用

167,524  第4水源（能褒野橋推進工事）

75,000  坂下浄水場急速ろ過増設工事

20,000  亀山市水道耐震化計画策定業務

281,648  配水管改良工事・施設更新工事

平成30年度 400,000 100,000  川崎地区加圧ポンプ施設　改良工事

300,000  配水管改良工事・施設更新工事

平成31年度 385,000 20,000  住山地区加圧ポンプ施設　実施設計

15,000  住山地区加圧ポンプ施設　用地買収費用

350,000  配水管改良工事・施設更新工事

平成32年度 415,000 100,000  住山地区加圧ポンプ施設　改良工事

15,000  第2水源地　中央監視設備更新工事　実施設計

300,000  配水管改良工事・施設更新工事

平成33年度 450,000 150,000  第2水源地　中央監視設備　更新工事

300,000  配水管改良工事・施設更新工事

平成34年度
以降

410,000 10,000  配水池等施設耐震補強設計

400,000  配水管改良工事・施設更新工事

第９章　今後の事業計画（案）
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今後の資金計画（案）

給水人口指標等の推計

H23 H24 H25 H26 H27 H28 H29 H30 H31 H32 H33 H34 H35 H36 H37 H38

給水人口

（人）
49,491 49,604 49,854 49,740 49,524 49,575 49,567 49,560 49,552 49,507 49,461 49,415 49,370 49,324 49,248 49,172

48,800

49,000

49,200

49,400

49,600

49,800

50,000

給水人口

H23 H24 H25 H26 H27 H28 H29 H30 H31 H32 H33 H34 H35 H36 H37 H38

給水戸数

（戸）
19,050 19,232 19,618 19,772 19,821 19,613 19,619 19,624 19,630 19,663 19,696 19,729 19,763 19,796 19,851 19,906

18,600

18,800

19,000

19,200

19,400

19,600

19,800

20,000

給水戸数

※(平成23年度～平成27年度の実績と平成28年度～平成38年度の推計）

H23 H24 H25 H26 H27 H28 H29 H30 H31 H32 H33 H34 H35 H36 H37 H38

総配水量 千 

（北中勢を除く）
7,244 7,186 7,412 7,287 7,320 7,239 7,237 7,235 7,233 7,222 7,211 7,200 7,189 7,177 7,159 7,140

7,000

7,100

7,200

7,300

7,400

7,500

総配水量

H23 H24 H25 H26 H27 H28 H29 H30 H31 H32 H33 H34 H35 H36 H37 H38

有収水量 千 

（使用水量のみ）
6,595 6,497 6,598 6,530 6,529 6,515 6,513 6,512 6,510 6,500 6,490 6,480 6,470 6,460 6,443 6,426

6,300

6,350

6,400

6,450

6,500

6,550

6,600

6,650

有収水量

15



収益の推計

費用の推計

H23 H24 H25 H26 H27 H28 H29 H30 H31 H32 H33 H34 H35 H36 H37

給水収益

（百万円）
1,060 1,051 1,065 1,061 1,039 1,035 1,034 1,034 1,034 1,033 1,032 1,031 1,030 1,030 1,028

1,000

1,010

1,020

1,030

1,040

1,050

1,060

1,070

給水収益

H23 H24 H25 H26 H27 H28 H29 H30 H31 H32 H33 H34 H35 H36 H37 H38
0

20

40

60

80

100

120

140 人件費

※(平成23年度～平成27年度の実績と平成28年度～平成38年度の推計）

人件費

（百万円）
94 89 99 110 120 120 120 120 120 120 120 120 120 120 120 120

H23 H24 H25 H26 H27 H28 H29 H30 H31 H32 H33 H34 H35 H36 H37 H38

減価償却費

（百万円）
360 363 374 401 397 392 381 376 362 357 345 339 334 321 299 281

0
50

100
150
200
250
300
350
400
450

減価償却費
（ ※ 既存分のみ ）

H23 H24 H25 H26 H27 H28 H29 H30 H31 H32 H33 H34 H35 H36 H37

薬品費

（千円)
2,735 3,086 3,454 3,389 3,410 3,264 3,267 3,269 3,271 3,286 3,300 3,314 3,328 3,343 3,366

0

500

1,000

1,500

2,000

2,500

3,000

3,500

4,000
薬品費

16



H23 H24 H25 H26 H27 H28 H29 H30 H31 H32 H33 H34 H35 H36 H37 H38

動力費

（千円）
65,498 66,524 70,266 77,796 73,980 71,907 71,960 72,013 72,066 72,382 72,698 73,015 73,331 73,647 74,174 74,702

58,000

60,000

62,000

64,000

66,000

68,000

70,000

72,000

74,000

76,000

78,000

80,000
動力費

H23 H24 H25 H26 H27 H28 H29 H30 H31 H32 H33 H34 H35 H36 H37 H38

修繕費

（千円）
50,740 47,781 54,499 50,905 63,884 58,961 60,761 62,560 64,360 66,160 67,959 69,759 71,559 73,358 75,158 76,958

0

10,000

20,000

30,000

40,000

50,000

60,000

70,000

80,000

90,000
修繕費

※(平成23年度～平成27年度の実績と平成28年度～平成38年度の推計）

H23 H24 H25 H26 H27 H28 H29 H30 H31 H32 H33 H34 H35 H36 H37 H38

支払利息

及び企業債取

（千円）
85,865 79,511 73,362 67,099 60,830 54,672 48,652 42,640 36,558 30,626 24,839 19,592 14,965 11,920 8,711 7,990

0

20,000

40,000

60,000

80,000

100,000

支払利息及び企業債取扱諸費
（ ※ 新規借入が無い場合 ）
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需要家費 固定費 変動費

使用者の存在によって 給水量に関係なく、水道 給水量に比例して増加

発生する費用 施設を適正に維持していく する費用

ために固定的に必要な費用

(具体的な費用) (具体的な費用) (具体的な費用)

・量水器の購入費 ・維持管理費の大部分 ・動力費

・検針に要する費用 ・減価償却費 ・薬品費

・料金徴収に要する費用 ・支払利息

総括原価

料金体系の設定(総括原価の分解・整理)

 

 

 

需要家費 変動費

（全部） （全部）

使用水量に関係なく、給水の準備の 各使用者の使用実態に応じて
ために各使用者から徴収する料金 徴収する料金

料金体系の設定(総括原価の配分)

総括原価

固定費

準備料金 水量料金

(基準に従って配分）
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１ 
 

第１０章 検討課題 

 

 当市の今後の財政状況は資金計画のとおりであります。 

中でも資本的収支は、保有する固定資産を健全な状態で更新していくために、少なく 

とも年当たり４億円の建設改良事業を行っていかなければなりませんが、企業債を毎年 

３億円借入することとなります。 

 また、運転資金として平成３４年度に３億円確保するためには、３０年度から収益を 

９千４百万円増加させる必要があり、この資金不足を補う為には、料金改定が必要とな 

ります。(１８ページ右側グラフ参照) 

 そこで、料金の値上げの率が問題となります。 

 

『(1)改定率について』 

 試算では、平成３０年度から収益を増加させる必要がありますが、現実の使用者負担 

を考えますと、あまり大幅な値上げを行うことは難しいと考えます。 

 しかし、公営企業会計を運営するには、運転資金が必要です。 

 この企業運営が成り立ちながら、使用者の皆様の理解を得られるような平均改定率を 

もって料金設定を行いたいと考えております。 

 この平均改定率を何パーセントに設定するべきであるのか、ご検討いただきたいと存 

じます。 

試算：１・試算：２を２４・２５ページに添付しました。 

 なお、平成３５年度以降はさらに資金が不足するため、再度料金改定が必要となるこ 

とが予想されます。 

 

『(２)基本料金に含まれる水量について』 

また、資料３ページ下部に記載した基本水量制の課題として、使用水量が１０ 未満 

の使用者の増加により負担が公平でなくなる懸念があります。 

 現行の基本料金は、１０ 以下の使用水量は一定の料金となります。 

 しかし、使用水量の少ない高齢者世帯や、一人暮らし世帯等への配慮も必要であるこ 

とから基本料金の範囲を下げたいと考えます。 

 現行の水道料金表を２６ページに添付させていただいておりますので、併せて御審議 

賜りたくお願い申し上げます。 
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１
，
２
８
５
円

 
 
 
 
２
５
ｍ
ｍ

 
 
 
 
 
１
，
６
７
４
円

 
 
 
 
３
０
ｍ
ｍ

 
 
 
 
 
２
，
５
０
５
円

 
 
 
 
４
０
ｍ
ｍ

 
 
 
 
 
４
，
８
４
９
円

 
 
 
 
５
０
ｍ
ｍ

 
 
 
 
 
８
，
０
７
８
円

 
 
 
 
７
５
ｍ
ｍ

 
 
 
１
１
，
０
１
６
円

 
 
１
０
０
ｍ
ｍ

 
 
 
１
８
，
７
３
８
円

 
 
１
５
０
ｍ
ｍ

 
 
 
４
２
，
６
６
０
円

 
 
２
０
０
ｍ
ｍ

 
 
 
７
２
，
３
６
０
円

基
本

料
金

（
１

０
 

ま
で
）

一
般

用

　
　

　
１

１
 

～
　

２
０

 
　

　
９

５
円

　
　

　
２

１
 

～
　

３
０

 
　

　
９

７
円

　
　

　
３

１
 

～
　

５
０

 
　

　
９

９
円

　
　

　
５

１
 

～
１

０
０

 
　

１
２

０
円

　
　

１
０

１
 

～
２

０
０

 
　

１
４

７
円

　
　

　
　

２
０

１
 

以
上

　
　

１
５

１
円
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